
 

 

７－１ 照会資格者登録（ＵＳＳ） 

システム管理者等は

登録等は、「照会資格者登録（ＵＳＳ）」業務を利用し、それぞれ次の事項を入力又は

選択して送信することにより行います。 

、「利用者コード」（5桁）毎に、入力者が行った各種登録業務の内

容を照会可能とする利用者の利用者情報を登録、変更又は削除（以下「登録等」という。）

を行う場合に本業務を実施します。 

一般の利用者が本業務を行う場合は、予めシステム管理者等の指示の下、本業務を実施

してください。 

 

変更・削除を行う場合には、必ず「照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）」業務を利用

して、現在の設定内容を呼び出してから変更・削除の作業を行ってください。 

（１） 登録方法 

［１］利用者コード（「利用者コード」欄） 

利用者コード（5桁）を入力します。 

 ―「変更する内容」の枠内― 

［２］照会資格者（「照会資格者」欄） 

照会資格者欄に照会可能としたい利用者コード（5桁）を入力します。 

［３］更新種別（「更新種別」欄） 

 「Ｉ：追加」を入力又は選択します。 

 

(２) 変更方法 

「照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼

び出し、上記(１)登録方法及び下記(３)削除方法を併用して入力します。 

具体的には、変更する内容の枠内に、変更前の内容（照会資格の権限を取り消

す利用者コードを入力し、更新種別は「Ｄ：削除」を選択）と変更後の内容（新

たに照会資格の権限を持たせる利用者コードを入力し、更新種別は「Ｉ：追加」

を選択）を入力します。 

 

(３) 削除方法 

「照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）」業務を利用して、現在の設定内容を呼

び出し、以下により削除する

［1］照会資格者（「照会資格者」欄） 

内容を入力します。 

変更前の設定状況欄にある利用者コードのうち、照会資格の権限を取り

消す利用者コード（5桁）を入力します。 

［2］更新種別（「更新種別」欄） 

「Ｄ：削除」を入力又は選択します 



 

 

(４) 出力情報 

本登録により、入力者に対し「照会資格者情報（出力情報コード：CAL0390）」が

配信されます。 

 

(５) 留意事項 

照会資格者として登録された利用者が実施可能なオンライン業務は以下のとおり

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 業務名 備考 

 ＩＩＤ 輸入申告等照会 

 

 ＩＤＩ 修正申告照会 

 ＩＡＤ 修正申告照会 

ＩＫＫ 関税等更正請求照会 

ＩＯＴ 輸入申告照会（沖縄特免制度） 

ＩＥＸ 輸出申告等照会 

ＩＥＳ 輸出申告等一覧照会 

ＩＥＵ 別送品輸出申告照会 

ＩＵＥ 別送品輸出申告一覧照会 

ＩＡＳ 担保照会 

ＩＢＡ 口座照会 

ＩＧＳ 輸出貨物情報照会 

ＩＭＡ 輸出貨物情報照会 

ＩＵＳ ＵＬＤ積付状況照会 

ＩＭＦ１１ 輸入便情報照会（ＡＷＢ） 

ＩＭＯ 輸出自動車情報照会 



 

 

≪入力例≫ 

 

※照会資格者登録呼出し（ＵＳＳ１１）業務を行った後、本業務を行う入

力例（現在設定中の「１ＢＮＡＣ」を削除し「１ＤＮＡＣ」を追加する

場合の例） 

 

 

利用者コード

入力欄 更新種別欄 

※企業略称（利用者コードの下３桁）が異なる利用

者コードを登録したい場合、USSでは対応しておりま

せんので従来どおり調査票を提出してください。 

現在の設定状況が出力

されます。 


